
　

本
町
で
は
J
R
土
山
駅
の
南
側
町
有
地

の
活
用
に
向
け
「
J
R
土
山
駅
南
町
有
地

活
用
方
針
検
討
委
員
会
」
に
よ
り
、
活
用

方
針
計
画
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

計
画
書
で
は
、「
播
磨
町
ら
し
い
駅
前
景

観
づ
く
り
」
「
駅
前
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能

を
向
上
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
公
共
機

能
の
導
入
」
「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
の

導
入
」
「
播
磨
町
全
体
と
機
能
分
担
を
ふ

ま
え
た
導
入
機
能
の
設
定
」
を
基
本
方
針

と
し
て
、
本
町
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
景
観
を
持
ち
、
利
便
性
が
高
く
に
ぎ

わ
い
と
交
流
の
あ
る
空
間
形
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

大
和
リ
ー
ス
㈱
グ
ル
ー
プ
に
決
定

　

事
業
者
の
募
集
に
向
け
て
、
本
年
1
月

に
学
識
経
験
者
、
住
民
・
団
体
・
企
業
関

係
代
表
、
町
職
員
の
9
人
で
構
成
す
る
J 

R
土
山
駅
南
町
有
地
活
用
事
業
者
選
定
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

2
月
に
は
、
事
業
提
案
と
提
案
価
格
の

両
方
を
総
合
的
に
判
断
す
る
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、
町
有
地
4
7
6 

0
平
方
㍍
を
活
用
す
る
事
業
者
の
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

選
定
委
員
会
で
は
、
駅
前
交
流
ス
ペ
ー

ス
の
整
備
及
び
事
業
者
の
自
由
提
案
に
よ

る
民
間
施
設
の
整
備
・
運
営
に
つ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
、
事
業
遂
行
能
力
、
事
業

計
画
な
ど
、
事
業
者
の
幅
広
い
能
力
・
ノ

ウ
ハ
ウ
と
提
案
価
格
を
総
合
的
に
評
価
し

ま
し
た
。

　

2
グ
ル
ー
プ
の
応
募
者
か
ら
4
月
に
提

出
さ
れ
た
事
業
計
画
、
設
計
業
務
、
建
設

な
ど
の
審
査
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

提
案
価
格
を
合
わ
せ
て
最
優
秀
提
案
者
を

選
定
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
選
定
委
員
会
の
審
査
結
果
を

受
け
て
、
大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
グ
ル
ー

プ
（
所
在
地
：
大
阪
市
）
に
決
定
し
基
本

協
定
な
ど
を
締
結
し
ま
し
た
。

事
業
者
選
定
の
主
な
理
由

　

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
は
、

「
ひ
と
、
交
通
、
文
化
・
歴
史
の
結
節
点
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
り
、
1
階
に
は

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
、
2
階
に
は
書
店
や
手
芸
用
品
店
、
カ

フ
ェ
な
ど
を
配
置
す
る
提
案
で
す
。

　

具
体
的
な
テ
ナ
ン
ト
の
誘
致
、
子
育
て

支
援
・
ス
ポ
ー
ツ
で
の
健
康
づ
く
り
や
、

民
間
施
設
の
共
用
部
に
自
主
的
に
「
赤
ち

ゃ
ん
の
駅
」
を
設
置
し
駅
前
交
流
ス
ペ
ー

ス
に
併
設
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
意
匠
計
画
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル

性
の
高
い
駅
前
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
交
流
拠

点
と
な
る
大
屋
根
で
覆
わ
れ
た
吹
き
抜
け

空
間
に
よ
る
「
で
あ
い
の
広
場
」、
意
匠

性
に
配
慮
し
た
壁
面
緑
化
な
ど
の
特
徴
的

な
提
案
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

総
じ
て
本
町
の
玄
関
口
で
あ
る
土
山
駅

前
の
顔
と
し
て
に
ぎ
わ
い
形
成
、
町
有
地

活
用
方
針
や
町
の
総
合
計
画
に
対
応
し
た

提
案
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
概
要

■
事
業
主
体

　

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ

■
施
設
名

　

（
仮
称
）
B
i
V
i
土
山

■
コ
ン
セ
プ
ト

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
「
時
空
の
駅
」（
ひ
と
、
交

通
、
文
化
・
歴
史
の
結
節
点
）

■
事
業
予
定

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
書
店
、
手
芸
用

品
店
、
銀
行
A
T
M
、
で
あ
い
の
広
場
、

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
、
地
域
交
流
の
場

　

駅
前
交
流
ス
ペ
ー
ス

■
施
設
概
要

　

鉄
骨
2
階
建
延
床
面
積　

3
8
1
6
平

方
㍍

　

敷
地
面
積　

4
7
6
0
平
方
㍍

　

一
般
用
駐
車
場　

52
台

　

送
迎
用
駐
車
場　

10
台

　

駐
輪
場　

60
台

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

事
業
予
定
期
間　

20
年
8
ヵ
月

　

着
工
予
定　

平
成
27
年
8
月

　

完
成
予
定　

平
成
28
年
2
月

　

営
業
開
始
予
定　

平
成
28
年
4
月

町
が
歩
道
と
防
災
公
園
を
整
備

　

町
有
地
西
側
の
町
道
本
荘

土
山
線
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
に
町
が
歩
道
を
新
設
す
る

こ
と
で
、
踏
切
ま
で
の
歩
行

者
の
安
全
確
保
を
図
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
町
有
地
の

北
側
歩
道
の
一
部
を
拡
幅
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
お
け

る
周
辺
住
民
の
方
々
や
帰
宅

困
難
者
な
ど
へ
の
対
応
と
し

て
、
本
年
度
は
隣
接
地
に
防

災
倉
庫
、
防
火
水
槽
な
ど
の

あ
る
防
災
公
園
を
設
計
し
ま

す
。
来
年
度
に
は
公
園
を
完

成
さ
せ
、
災
害
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

土
山
駅
南
町
有
地
の
活
用
事
業
者
を
決
定

に
ぎ
わ
い
と
交
流
拠
点
に　

〜
平
成
28
年
4
月
開
業
予
定
〜

　

J
R
土
山
駅
南
町
有
地
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
持
ち
、
利
便
性
が
高
く
に
ぎ
わ
い
と

交
流
の
あ
る
空
間
形
成
を
め
ざ
し
、
土
山
駅
南
町
有
地
活
用
方
針
に
基
づ
き
、
土
地
貸
付
に
よ
る
民
間
事
業
者
を
募
集
し
ま

し
た
。
2
グ
ル
ー
プ
か
ら
応
募
が
あ
り
、
活
用
事
業
者
選
定
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
グ
ル
ー

プ
を
活
用
事
業
者
に
決
定
し
基
本
協
定
な
ど
を
締
結
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

企
画
グ
ル
ー
プ
☎
0
7
9
（
4
3
5
）
0
3
5
6

2
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